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谷
藤
利
子
議
員
（
日
本
共
産
党
）

　

県
が
主
催
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
の
参
加
者
は
、
塩
浜
護
岸

の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
取
り
除
き

海
と
陸
と
の
連
続
性
を
確
保
す

れ
ば
、
砂
を
盛
ら
な
く
と
も
自

然
に
干
潟
に
な
り
、
地
下
排
水

溝
を
開
削
す
る
こ
と
で
湿
地
と

の
自
然
な
連
続
性
が
出
来
る
と

言
う
。
市
は
海
側
に
人
口
干
潟

を
造
る
と
し
て
い
る
が
、
今
後
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
除
去
で
自
然
な
干
潟

海
を
含
め
た
大
胆
な
再
生
が
必
要

三　番　瀬

県
と
の
協
議
の
中
で
歩
み
寄
る

つ
も
り
は
あ
る
の
か
。

答
　

三
番
瀬
は
大
き
な
環
境
の

改
変
が
あ
っ
た
場
所
で
あ
る
た

め
、
陸
側
を
削
っ
て
海
に
し
て

も
自
然
再
生
が
出
来
る
と
は
考

え
て
お
ら
ず
、
海
を
含
め
た
大

胆
な
再
生
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。
市
の
案
を
基
本
に

し
て
県
事
業
と
し
て
実
施
す
る

の
で
あ
れ
ば
協
議
す
る
。

か
い
づ
　

勉
議
員
（
道
）

　

い
か
に
自
然
と
親
し
む
か
が

求
め
ら
れ
て
い
る
時
代
に
、
行

徳
の
海
は
市
民
が
親
し
み
に
く

い
海
と
な
っ
て
い
る
。
三
番
瀬

は
都
心
か
ら
わ
ず
か
約
20

圏

内
の
良
好
な
場
で
あ
る
。
潮
干

狩
り
も
可
能
な
海
の
再
生
を
、

県
と
の
交
渉
が
ほ
と
ん
ど
進
ん

で
い
な
い
現
在
、
地
方
分
権
で

国
と
地
方
が
対
等
と
い
う
な
ら

国
と
直
接
交
渉
す
る
考
え
は
な
い
か

今
後
も
引
き
続
き
働
き
掛
け
て
い
く

三　番　瀬

ば
、
県
を
頼
ら
ず
国
と
直
接
交

渉
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
　

市
民
に
親
し
ま
れ
る
海
の

再
生
が
必
要
と
考
え
、
県
知
事

に
積
極
的
に
陳
情
等
を
し
た
が
、

県
の
財
政
事
情
も
あ
り
、
塩
浜

護
岸
改
修
以
外
の
事
業
は
進
ん

で
い
な
い
。
今
後
も
県
に
引
き

続
き
要
望
を
し
て
い
く
と
共
に
、

国
に
対
し
て
も
働
き
掛
け
を
し

て
い
き
た
い
。

大
川
正
博
議
員
（
公
明
党
）

　

介
護
保
険
利
用
者
が
急
増
す

る
一
方
、
制
度
を
下
支
え
す
る

介
護
従
事
者
の
年
収
は
低
く
、

離
職
率
が
２
割
以
上
に
上
る
な

ど
、
待
遇
の
改
善
が
急
務
で
あ

る
。
介
護
事
業
者
、
従
事
者
の

処
遇
改
善
、
人
材
確
保
と
育
成

に
つ
い
て
、
市
の
考
え
を
問
う
。

答
　

第
４
期
市
川
市
老
人
保
健

福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計

介
護
従
事
者
等
の
処
遇
改
善
は

事
業
計
画
を
策
定
、
支
援
を
進
め
る

介護保険制度

画
を
策
定
し
、
サ
ー
ビ
ス
の
担

い
手
で
あ
る
人
材
の
育
成
や
施

設
整
備
な
ど
の
考
え
方
を
示
し

た
。
認
定
調
査
料
は
、
近
隣
５

市
の
協
議
会
で
協
議
さ
れ
て
お

り
、
本
市
単
独
で
の
引
き
上
げ

は
難
し
い
。
委
託
計
画
は
、
公

開
し
て
事
業
者
等
に
周
知
し
た

い
。
ま
た
、
介
護
保
険
事
業
者

連
絡
協
議
会
と
協
力
し
、
事
業

者
の
支
援
を
進
め
て
い
く
。

鈴
木
啓
一
議
員
（
ガ
バ
ナ
ン
ス
）

　

老
人
い
こ
い
の
家
は
、
60
歳

以
上
の
市
民
が
心
身
の
健
康
と

生
き
が
い
の
増
進
を
図
る
場
と

し
て
、
多
く
の
人
が
サ
ー
ク
ル

等
で
活
発
に
活
動
し
て
い
る
。

施
設
利
用
者
は
若
々
し
く
、「
老

人
」
と
い
う
名
称
は
違
和
感
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
新
し
い
時
代

に
即
し
た
、
施
設
の
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
と
な
る
よ
う
な
名
称
に

「
老
人
」
の
名
称
違
和
感
あ
る 

変
更
す
べ
き

ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
し
愛
称
を
決
め
る

老人いこいの家

変
更
す
べ
き
で
あ
る
。

答
　

国
の
管
理
基
準
で
「
老
人

い
こ
い
の
家
」
の
名
称
表
示
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。
施
設

利
用
者
が
感
じ
る
「
老
人
」
と

い
う
言
葉
が
与
え
る
イ
メ
ー
ジ

も
理
解
で
き
る
。
９
千
人
を
超

え
る
利
用
登
録
者
が
い
る
こ
と

か
ら
、
指
摘
を
踏
ま
え
愛
称
を

設
定
す
る
た
め
に
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
決
定
し
た
い
。

宮
本
　

均
議
員
（
公
明
党
）

　

新
田
２
、
３
丁
目
地
域
で
は
、

行
事
場
所
と
し
て
利
用
出
来
る

の
が
新
田
南
公
園
の
み
で
あ
り
、

自
治
会
館
は
古
く
て
狭
く
、
自

治
会
活
動
の
拠
点
が
確
保
出
来

な
い
状
況
に
あ
る
。
こ
の
ま
ま

で
は
地
域
活
動
全
般
の
衰
退
が

心
配
さ
れ
る
。
地
域
拠
点
の
整

備
に
つ
き
、
市
の
考
え
を
問
う
。

答
　

新
田
２
、
３
丁
目
自
治
会

２
、
３
丁
目
の
地
域
拠
点
整
備
は

自
治
会
活
動
の
環
境
作
り
に
努
力

新田地域の拠点づくり

館
の
現
状
は
理
解
し
て
い
る
。

市
内
２
２
２
自
治
会
の
う
ち
、

76
自
治
会
が
会
館
を
持
っ
て
い

な
い
が
、
自
治
会
は
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
の
拠
点
で
あ
り
、
地

域
の
問
題
を
地
域
で
考
え
解
決

し
て
い
く
重
要
な
役
割
を
担
っ

て
い
る
と
考
え
て
い
る
。
自
治

会
館
の
問
題
も
含
め
、
自
治
会

が
役
割
を
果
た
す
環
境
作
り
の

た
め
に
努
力
し
て
い
く
。

荒
木
詩
郎
議
員
（
民
主
ク
ラ
ブ
）

　

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合
の
所

有
す
る
集
会
施
設
で
自
治
会
が

活
動
す
る
場
合
、
固
定
資
産
税

の
減
免
対
象
に
な
る
の
か
。
ま

た
、
対
象
に
な
っ
て
い
る
と
す

る
と
、
そ
の
制
度
を
知
ら
な
い

自
治
会
が
多
い
の
で
は
な
い
か
。

今
後
ど
う
対
応
し
て
い
く
の
か
。

答
　

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合
の

所
有
す
る
集
会
施
設
は
課
税
対

固
定
資
産
税
は
減
免
と
な
る
か

申
請
に
よ
り
対
象
と
し
て
い
る

マンション管理組合の集会施設

象
で
は
あ
る
が
、
マ
ン
シ
ョ
ン

管
理
組
合
と
自
治
会
の
間
で
無

償
貸
借
契
約
等
に
よ
り
、
集
会

施
設
で
い
つ
で
も
自
治
会
活
動

が
出
来
る
な
ら
ば
、
申
請
に
よ

り
減
免
と
な
る
。
ま
た
、
減
免

申
請
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
住
民
だ

け
で
結
成
し
て
い
る
自
治
会
53

団
体
中
、
３
団
体
が
行
っ
て
い

る
。
今
後
は
周
知
徹
底
を
図
っ

て
い
き
た
い
。

松
永
修
巳
議
員
（
緑
風
会
）

　

原
木
３
、
４
丁
目
地
先
を
通

る
市
道
７
０
３
６
号
沿
い
は
、

ば
ら
き
苑
自
治
会
を
含
む
住
民

の
生
活
道
路
で
あ
る
が
、
コ
ー

ナ
ン
原
木
市
川
店
の
北
側
出
入

り
口
付
近
か
ら
北
の
市
道
７
０

３
５
号
に
か
け
て
は
、
大
型
車

の
交
通
量
が
多
く
、
交
通
安
全

対
策
が
急
務
で
あ
る
。
大
型
車

の
通
行
規
制
や
信
号
機
設
置
の

通
行
規
制
や
信
号
機
設
置
の
考
え
は

要
望
個
所
含
め
全
体
的
な
安
全
対
策
検
討

原木３、４丁目周辺の交通安全

考
え
を
問
う
。

答
　

通
行
規
制
や
コ
ー
ナ
ン
原

木
市
川
店
前
の
交
差
点
へ
の
信

号
機
の
設
置
は
、
近
隣
の
３
自

治
会
か
ら
要
望
書
が
出
で
お
り
、

市
川
警
察
署
も
要
望
個
所
を
含

め
た
、
全
体
的
な
交
通
安
全
対

策
を
検
討
し
て
い
る
。

　

今
後
も
安
全
に
利
用
出
来
る

道
路
と
な
る
よ
う
警
察
と
協
議

し
て
い
き
た
い
。

守
屋
貴
子
議
員
（
民
主
ク
ラ
ブ
）

　

平
成
10
年
に
警
察
庁
に
よ
り

導
入
さ
れ
た
運
転
免
許
証
の
自

主
返
納
制
度
は
、
当
初
は
返
納

者
が
伸
び
悩
ん
だ
が
、
各
自
治

体
や
警
察
、
地
元
企
業
に
よ
る

優
遇
措
置
に
よ
り
、
返
納
者
が

急
速
に
増
え
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
全
国
的
な
機
運
を
踏
ま
え
、

本
市
で
も
運
転
免
許
証
の
自
主

返
納
に
対
す
る
独
自
の
優
遇
制

市
独
自
の
優
遇
策
導
入
の
考
え
は

民
間
企
業
に
も
協
力
頂
き
検
討
し
た
い

運転免許証の自主返納制度

度
を
導
入
す
る
考
え
は
な
い
か
。

答
　

超
高
齢
社
会
を
見
据
え
た

交
通
対
策
と
し
て
、
自
動
車
交

通
だ
け
で
な
く
公
共
交
通
の
利

用
促
進
な
ど
交
通
に
か
か
わ
る

諸
問
題
を
総
合
的
に
と
ら
え
て

い
き
た
い
。
ま
た
、
民
間
企
業
に

も
協
力
を
頂
き
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
の
運
賃
割
引
や
エ
コ
ボ

カ
ー
ド
の
活
用
な
ど
、
独
自
の

優
遇
策
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

三
番
瀬 

塩
浜
付
近

（７）

自 然

秋
本
の
り
子
議
員
（
市
民
連
合
）

　

厚
生
労
働
省
が
介
護
報
酬
の

３
％
引
き
上
げ
を
決
定
し
た
。

こ
の
動
き
に
逆
行
し
、
介
護
予

防
サ
ー
ビ
ス
計
画
作
成
の
８
割

か
ら
９
割
を
指
定
居
宅
介
護
支

援
事
業
者
に
委
託
し
て
い
る
本

市
が
、
事
業
者
の
収
入
で
あ
っ

た
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
計
画
費

か
ら
手
数
料
を
差
し
引
く
と
い

う
。
そ
の
理
由
と
金
額
を
問
う
。

答
　

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
計
画

の
作
成
委
託
料
に
つ
い
て
は
、

厚
生
労
働
省
の
基
準
に
基
づ
き
、

事
業
者
と
の
契
約
で
業
務
量
に

見
合
う
適
切
な
金
額
の
設
定
を

し
て
い
る
。
委
託
業
務
手
続
き

等
の
透
明
性
、
公
正
性
を
高
め

る
た
め
、
委
託
費
用
の
妥
当
性

を
審
査
し
委
託
内
容
を
見
直
し

た
結
果
、
２
０
０
円
相
当
の
手

数
料
を
差
し
引
く
も
の
で
あ
る
。

介護予防サービス計画
手数料を差し引く理由は

委託費用の妥当性審査の結果

福 祉

交 通 地 域 振 興


